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家庭的な雰囲気を大事にしながら、入居者の生活リズムを尊重し、柔軟な対応をする努力をしている。入居者のスト
レスを溜めないために外出の機会を出来るだけ多く持ち、雨天時にも併設事業所を散策して気分転換を図ることがで
きる。また、季節感を感じられるようなユニット内での装飾、季節の食材を使った料理等の工夫をおこなっている。夜
間はオンコール体制であるが、２４時間看護サービスを提供できる。複合施設であることから多くの研修機会や委員
会等の参加が可能であり、介護職員のスキルアップで福祉サービスレベルの向上を図っている。ボランティアを多く
受け入れており、特養・ケアハウス・デイサービスに来られるボランティア活動のサービスを楽しむこともできる。グ
ループホーム内には、ショートステイを提供しており、地域の認知症高齢者の支援や介護者の介護負担軽減に対応
できるようにしている。有料サービスではあるが、出張理美容サービス、同じ建物にある喫茶コーナーでは多彩なメ
ニューを楽しむこともできる。地域との交流も重点的に進めていく。

　事業所は、ＪＲ戸畑駅から800ｍの中心市街地の一角にある「高齢者複合施設ふれあいの里とばた」のグループ
ホームである。直ぐ傍に、区役所、地域包括支援センター、保育所、障害者地域活動センター等があり、福祉の住環
境が充実しており、多世代との地域交流が行なわれている。管理者や職員は、穏やかな笑顔で、利用者のペースに
合わせた、その人らしい生活が送れるように日々努力をしている。また、職員は、個性や能力を発揮し、活き活きとし
て働いており、支援を受ける高齢者の表情も明るい。利用者と一緒に野菜や果物を敷地内の畑で作り、みんなで楽し
くいただいている。レクリエーションでは、外出の機会も多く、四季折々の花見に行ったり、近くの大型スーパーに買い
物や利用者の馴染みの飲食店に行くこともある。地域福祉のネットワークの一員として福祉のまちづくりに貢献して
おり、これからの取り組みにも益々期待したい事業所である。



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービスにおける禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、防
止に努めている

個々の状態合わせて日々相談しながらケアを
行っており、拘束をしないケアを行う為、毎月研
修・指導をしている。出入り口が道路に近く危険で
あることや帰宅願望の利用者がいる為、鍵をかけ
る時もあるが居室のドアやベランダへ出る扉では
鍵をかけないケアに取り組んでいる。

管理者や職員は、地域密着サービスにおける身
体拘束をしないケアについて正しく理解している。
１９時から７時半までは、安全確保のため施錠し
ている。帰宅願望の強い利用者には、職員がさり
げなく見守りを行ない、一緒に出掛けられるように
している。

毎月虐待防止についての研修を実施。ま
た、職員のストレスを溜めこまないようミー
ティングを毎月行い、入居者と職員の関係が
良好になるようにしている。

活動の報告や今後の予定などを話し、現状の理解を求め、地域
での今後の取り組み方などについて自由に意見を言っていただ
き、意見をもとにサービスの向上に活かせるようにしている。ま
た、ご家族へ参加の案内を全員にし、会議を通じご家族へサー
ビスの実施状況、評価への取り組みを報告している。不参加の
方には、議事録の掲示や面会時の説明で対応している。

２ヶ月ごとに行なわれる運営推進会議には、利用
者その家族や後見人、地域包括センターの職員、
NPO法人の代表の参加もあり、事業所の実情や
取り組みについて報告し、意見やアドバイスをもら
い、サービスの向上に活かせるようにしている。

地域包括支援センターの担当者や市のグループ
ホーム担当者の相談助言をいただくこともあり、
市の広報は行政からの情報収集に欠かせない。
介護保険に限らず、防災対策でも相談指導をい
ただく関係を継続している。

事業所の近くに、地域包括センターや区役所があ
り、介護保険制度改正に伴い疑問点や利用者に
関しての相談をして助言を受けている。地域包括
支援センターからは、新規の利用者の情報や相
談を受け、協力関係を築いている。

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

「利用者の尊厳を守り、選択によるサービス
の提供を行い、自立を支援すること、また、
地域福祉のネットワークの一員として福祉の
まちづくりに励む」という事業所独自の理念
を掲げて努力している。

近所のスーパーでの買い物やホーム周辺の公園
などへ出かけ、近所の人たちとのコミュニケーショ
ンも図っている。また、月一回地域で開催されて
いる連絡調整会議に参加し、地域の方との情報
交換を行っている。

近くの保育所や障害者地域活動センターとも日常
的に挨拶を交わしたり、訪問したりして交流してい
る。地域の連絡調整会議に職員が参加して民生
委員等から、催し等の情報を提供してもらい、利
用者と職員で参加することもある。

地域密着型サービスの意義を管理者や全職員は、理解し

ている。利用者への優しい丁寧な声掛けや一人々に合わせ

て本人が選択できる場面を支援の中で意識して行ない、実

践に繋げている。在宅ケアの支援であるショートステイを全

職員一致協力して行なう等、理念である地域福祉のネット

ワークの一員として理念を共有し、実践につなげている。

地域恒例の戸畑区福祉まつりに参加・協力
させて頂いている。また、運営推進会議にお
いて、毎回介護教室を実施。市民を対象に
年一回、無料で介護職員初任者研修を実施
している。

1 公益社団法人　福岡県介護福祉士会



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 （6） ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 （9） ○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっ
ては性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないよ
うにしている。また、事業所で働く職員についても、その
能力を発揮し活き活きとして勤務し、社会参加や自己実
現の権利が十分に保障されるよう配慮している

14 （10） ○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

管理者としても調整を行っているが、職員間
でも協力し各自で相談後、無理のない勤務
体制を整え、行事や入居日は十分な人員が
配慮できるようにしている。

現状の理解を求め、地域での今後の取り組み方などに

ついて自由に意見を言っていただき、サービスの向上に
活かせるようにしている。また、ご家族へ参加の案内を

全員にし、会議を通じご家族へサービスの実施状況、評

価への取り組みを報告している。不参加の方には、議
事録の掲示や面会時の説明で対応している。

意見や要望を自由に記入してもらうために意
見箱を設置している。家族からの希望は、職
員間ですぐに検討し可能な限り対応してい
る。苦情解決委員会もあり、利用者の権利を
擁護し、迅速な解決が図れるようにしてい
る。

随時職員の意見は聞く体制でおり、実施した
い行事等についても職員が持ち回りで企画
を決め実施される。職員の意見がより反映さ
れるようにしている。

管理者は、毎月おこなわれるユニット会議時
に職員が意見や提案を話し易い雰囲気作り
に努めている。また、利用者の状況を把握し
た上で、職員と相談しながら、配置換え時
は、利用者に笑顔で親しく接し不安感が無い
ように工夫し支援している。

月一回実施している認知症ケア会議で、権
利擁護と成年後見制度についての研修を
行った。また、運営推進会議において権利擁
護に関する制度の説明を行った。

現在、日常生活自立支援事業を２名、成年
後見制度を１名利用している。全職員は、法
人での権利擁護に関する研修もあり、不定
期だが、事業所内でも研修を行なっている。
家族等から相談があれば活用できるように
体制を整えている。

ご家族には入居により利用できるサービス
内容の説明と施設見学を行っている。入居
後や、退去時にも不安や疑問について納得
いただけるまで説明を行っている。

職員の募集・採用にあたっては性別では除外しな
いよう対応している。また常勤職員は60歳定年で
あるが、希望する職員全員６５歳まで継続して雇
用している。また働く職員についてもその能力に
応じた適材適所の人員配置、養成研修を心がけ
ている。

職員の採用基準は、人物本位に検討して決
めている。３０歳代から７０歳代の男女がそ
の能力を発揮して活き活きと勤務いている。
職員の自己実現のための資格取得に対して
は、書籍の購入や法人内の部屋を勉強する
場として提供してサポートしている。

職員は採用時に利用者に対する人権尊重の
研修を行っている。また、倫理綱領により人
権を尊重する具体的な働く姿勢の確認がで
きるよう、定期的に職業倫理について研修を
行っている。

法人内の年間研修計画の中で人権教育に
関する研修を行っている。職員は、利用者の
人権を尊重することを十分理解し、安全で穏
やかな暮らしが利用者に提供出来るように、
日々のケアに反映させている。

2 公益社団法人　福岡県介護福祉士会



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

15 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

16 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく
取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
17 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

18 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

19 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

21 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

可能な方には、生活リハビリとして自室や廊下の
掃除機かけや洗濯物を畳む等の作業をしていた
だいている。リビングや各居室でもコミュニケー
ションを図り笑いがある。園芸や料理等生活の中
でスタッフがわからないことを聞いたりして学ぶこ
ともある。

利用者に対する認識と介護サービスの方向性を
家族の方と話し合い共に話し合い、利用者に対す
る処遇が一致するようコミュニケーションを深め、
利用者の日頃の状態を家族に報告することで話
題を共有する努力をしている。

ご家族には入居により利用できるサービス
内容をしっかりと説明し、施設見学も含め、
納得をされた上で利用者の入居をしていた
だくようにしている。また、入居に至ってから
も、相談しやすい環境の提供をしている。

相談受付時や申込時のグループホームでの
サービスが本人にとって好ましいか現状の
把握に努め、必要に応じて他のサービス利
用の検討を本人、家族等へ提案し、他の
サービス利用時にも支援している。

地域の同業者の施設を訪問や研修先での情報交
換等から、日常的な課題について、また地域交流
の現状や方法などについて意見交換を行った。現
在では地域交流の考え方や利用者のサービス向
上に役立てている。

利用者に対する事前面接で、生活上の課題
を把握し、施設での生活に不安を抱くことが
少なくなるよう必要な聞きとりを行っている。
また、話しやすい雰囲気作りに取り組んでい
る。

法人内では各施設共通で新任研修や各種研修を
頻繁に実施している。必要に応じ外部の研修には
参加する機会を設けるなど研修受講機会の確保
に努めている。自己啓発に活用できる書籍を購入
し、専門的知識および技能習得を支援している。

3 公益社団法人　福岡県介護福祉士会



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

23 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
25 （12） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

26 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

27 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

28 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

利用者や家族の方の意見・要望は可能な限
り取いれ、複数のスタッフとカンファレンスを
随時行い、介護の方向性を話合い介護計画
に反映している。

担当職員、利用者、家族及び医療関係者と
話し合い、介護計画を作成している。計画は
３ヶ月毎にモニタリング、６ヶ月毎に見直しを
しており、状況に変化がある場合はその都度
現状に即した介護計画を作成している。

事前面接や入居に至ってからも家族や利用
者から可能な限り日常の会話等の中でこれ
までの生活情報を聞き出すように努力し、介
護サービスに生かせるようにしている。

一人ひとりの一日の過ごし方の特徴や心身
の状態、特技などを把握し、より良い生活支
援ができるようにしている。より詳しく本人を
知る為に、わたしのプロフィールシートを作成
し、本人を包括的に理解できるようにしてい
る。

退去時には相談の必要性があればいつでも
対応できることを家族へお伝えし、認識して
いただくつもりである。また、可能であれば転
居先に出向き交流を続けている。

スタッフが利用者の意向を聞く努力を継続
し、3ヶ月ごとのモニタリングと6ヶ月ごとの見
直しをケアプランに反映して利用者の希望に
沿った援助計画を立てている。

職員は利用者３名を担当し、思いや意向の把握
に努めている。言葉が出ない人は、好きなことを
思い出して言葉が出るようにするなど、家族に聞
いたり、これまでの経歴から掘り起こして、利用者
に笑顔が出るように支援している。

昔からの友人の面会や利用者のなじみの場
所への外出など帰宅願望が生じることも考
慮しながらも、利用者や家族に負担が重くな
らない範囲で関係継続を支援している。

馴染みの飲食店や美容室、教会に通っていた利
用者は、これまでの人や場所との関係が途切れ
ないように、同行支援をしている。帰宅願望のあ
る利用者には、自宅に同行することもある。知人
や友人の訪問時はお茶等で歓迎しゆっくりくつろ
げる雰囲気づくりを心掛けている。

普段から一緒に外出したり、手分けして食事
の準備をするなどして利用者同士が関わり
あい支えあえる関係を築けるようにしてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

31 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

33 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け
られるように支援している

34 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、又、で
きるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報
交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行っている。

35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでいる

入居者入院中に職員と家族が面会し、利用
者が状況の変化に動揺しないで安心して過
ごせるよう配慮している。また、退院に際して
は、職員が医師、ＭＳＷおよび家族と相談
し、早期退院へ向けた連絡、調整を行ってい
る。

協力医との連絡を取り合い、終末期のケア
について医療・看護・介護・栄養・相談の各
担当者チームによる施設独自の体制をつく
り、出来る限り家族の意向に沿うケアになる
よう取り組んでいる。

利用開始時に終末期のケアについて、希望
があれば取り組むことを伝えているが、これ
までに事業所で看取りを行ったことはない。
現在も２４時間体制で看護師が対応できてい
る。

施設の近くにある協力医療機関以外にも
個々に必要な医療機関へ受診していただい
ている。また、かかりつけ医には状況を把握
していただけるよう情報を提供している。

入居前からのかかりつけ医の定期受診には
家族が同行しているが、受診結果は家族か
ら情報を得ている。同じ敷地内にある協力医
は月１回の往診、歯科、皮膚科も必要に応じ
て往診があり、その結果は家族に報告して、
情報を共有している。

職員に看護師を配置している。また、24時間
体制で対応できるよう法人全体で看護体制
を整えている。

特養、ケアハウス、ショートステイ、デイサービス等の施

設があり、共通で対応できるボランティア活動、リハビリ
機器の使用、定期診療、２４時間看護体制などのサー

ビスを提供している。また、地域の認知症の方の支援や

介護者の介護負担軽減できるよう、ホーム内にて、
ショートステイを行っている。

運営推進会議への参加や行事へのボラン
ティア要請、地域活動や行事への参加、消
防訓練などで地域の方々に協力していただ
いている。

個人記録、診療記録、連絡ノート等でスタッ
フ間の情報を共有して介護計画の見直しと
その実践に生かしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

36 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

37 （16） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
38 （17） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

40 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

41 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

42 （18） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

買い物、料理、盛り付け、片付けなど活動を
利用者と職員が一緒になって行う事は、一体
感を生むうえでも大切だと考えている。お互
い助け合いながら、いつも楽しくなる食事とな
るよう支援している。

食事は法人の厨房から届けられるが、月曜日の夕食だ

けは利用者とメニューを話し合ってフロアのキッチンで
作っている。毎日のおやつは利用者と一緒に手作りして

いる。リビングの隣にある庭には、季節の野菜や果物を

作っており、秋にはみんなで植え付け、収穫したサツマ
イモの焼き芋がおやつに供された。

勤務時間という制約はあるが、出来る限り一
人ひとりの生活リズムを大切にしていただく
とともに、規則正しく過ごしていただくように
努力している、

職員の中に理容師免許取得者がおり、希望
であればいつでも散髪できるようにしている。
また、ご本人の行きつけの理・美容店に行け
るようにしている。

利用者の尊厳を大切にした言葉かけや対応に努
め、不適切な点はスタッフ同士でも注意するように
している。記録等はスタッフルーム内のパソコンで
管理し、重要な情報はパスワードが必要とし、外
部から閲覧できない。また、定期的に個人情報保
護についての研修を行っている。

トイレは各居室に設置されているため、羞恥
心への配慮がなされている。職員のミーティ
ングはリビングで行うため、利用者の特定に
つながらないように、氏名は伏せて居室の番
号を使用する等の対応をしている。

様々な場面で選択可能なサービスメニューを
提供しているが、意思表示が困難な利用者
には、外出や散歩など選択しやすい場面を
設け、利用者に意思決定していただき、より
良く生活できるようにしている。

日々の申し送り等から必要時には、看護師
や嘱託医に状態報告し、指示を受けながら
対応している。入浴前にはバイタル測定し、
利用者の体調管理に努めている。

消防署の協力により消防訓練や昼夜間の避
難訓練を実施している。緊急時には、法人の
同じ建物内にある特養、ケアハウス、デイ
サービス等の他の事業所の協力も得ること
ができる。

月１回、昼又は夜間の出火を想定した避難
訓練や器具の点検を行っている。年２～３
回、法人全体での訓練を実施している。事業
所内にはスプリンクラ―設置済である。

6 公益社団法人　福岡県介護福祉士会



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

44 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

45 （19） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

46 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる

47 （20） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

48 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

49 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

規則正しい生活を基本とし、レクリエーション
や散歩なども強制せず、利用者の生活リズ
ムを把握しそれに合わせて安眠や休息の支
援をしている。

服薬状況は専用のボックスにて仕分けし、一
括管理できるようにしている。また、職員はく
すり手帳で薬の内容を把握し、服薬支援時
は職員が薬包紙の患者名投薬日時の確認
を行い、誤薬の無いようにしている。

食事やおやつにも排便につながるような配
慮をおこない、水分摂取の少ない方には職
員が積極的な声かけをしている。特に便秘
気味の方には、食物繊維食品の提供をして
いる。

浴槽は個浴であり、一人ひとりがゆったりと
入浴を楽しめるように配慮している。また、入
浴パターンがある程度決まっており、その中
で声掛けしながら調整している。

重度化した利用者の入浴は、移動用リフト、シート
を使用して、ゆっくり肩まで浴槽に浸かれるよう支
援している。毎日入浴できるように準備ができて
おり、希望者には同性の職員が支援し、夜間の入
浴を希望する利用者に対しては、夜勤の職員が
対応している。

援助が必要な方には、毎食後、義歯洗浄・歯
磨きの援助を行い、口腔内の清潔保持に努
めている。必要時には訪問歯科を利用でき
るようにしている。

パソコンによるデータ管理を使用し、排泄パ
ターンを把握。定時誘導や必要に応じてトイ
レ誘導している。自然排便を促進するため、
十分な水分補給と乳酸菌入り飲料の摂取等
を積極的に行っている。

排泄チェック表で排泄パターンを把握し、トイ
レで排泄するよう支援している。足腰が弱く
なった利用者については、ベッドをトイレ近く
に移動して、可能な限りトイレで排泄できるよ
うに支援している。

法人内の管理栄養士が献立を立て栄養管
理している。水分量については、病状に応じ
て適切な水分量を摂取できるようにしてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

51 （21） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。又、普段は行けないような場
所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

53 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、
光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節
感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

庭には畑を作り、花や野菜の栽培を利用者
は楽しんでいる。また、洗濯物を干したり、施
設からふれあいの丘（公園）までの散歩道が
あり、居宅での生活に近い楽しみがある。

リビングでのテーブルが基本になるが、他に
ソファを設置し、仲の良い利用者同士が好き
なところで過ごしていただけるような座席配
置等の配慮をしている。

生活感が感じ取れる環境作りになるよう努め
ている。個室内のレイアウトや私物の持ち込
みは基本的には自由である。今まで馴染み
のある物品を持ち込んでいただくようにして
いる。

各居室にはトイレ、洗面所が設置され、他人の目
を気にすることなく用を足すことができている。居
室にはテーブルや机、神棚等、馴染みの物を持ち
込んでいる。事業所をホテルと思い込んでいる利
用者はベッドと少数の物品の居室環境で、安心し
て寝泊りできている。

電話は、施設の公衆電話利用の付添い、か
かってきた電話の取り次ぎ、携帯電話所持
の自由さなど可能な限り自己選択を支援して
いる。また、手紙の代筆やポストへの投函の
付き添い・代行も行っている。

リビングの家具等は家庭で使用していた物を配置し、生
活感が感じ取れる環境作りに努めている。また、リビン

グから庭が見えるので、季節感のある植物などを植え
季節を感じていただけるようにしている。また、リビング

にて提供する食事にも季節感をとりいれ、居心地のよい

空間作りを工夫している。

訪問した時期が１２月だったため、クリスマスのデ
コレーションで、リビングや玄関は華やかな空間
になっていた。リビングの横にある庭には季節の
花や野菜、レモン、ゆず等を育てており、目にも身
体にも優しい空間になっている。

基本的には金銭管理は施設で行っている。
管理可能な方や精神的な落ち着きのために
所持していただくこともある。買い物に出か
けた時も支払いを本人にしていただくことも
ある。

生活歴や日頃の状況から興味・関心分野を
把握し、一人ひとりに合った作業等を提供す
る努力をしている。歌を歌ったり、ボードゲー
ムをしたり、時間の許す限り気晴らしのため
の支援もしている。

保育所、近くの銭湯、戸畑祇園大山笠、菖蒲
まつり、等へ利用者を家族・ボランティアと共
にお連れし、喜ばれている。

近隣への散歩は日常的に行っている。ほかにも
季節の花見、地域の祭り、保育所、障害者セン
ター、外食、コンビニエンスストアー、大型スー
パー、銭湯など、少人数で希望するところへ出か
けるよう支援している。
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